
第１１回「日本鉄道賞」の受賞者について 
 

 【日本鉄道賞】 

◎東日本旅客鉄道株式会社（東京都渋谷区） 

「国指定重要文化財である丸の内駅舎を創建当時の姿に復原します。」 

（選考理由） 

大正３年に竣工した東京駅丸の内駅舎は、わが国の駅舎建築の古典的金字塔であ

るのみならず、繊細さを併せ持ったそのシンメトリックな巨姿は世界でも屈指の「美

駅」であった。今、太平洋戦争末期の東京大空襲によって破壊された３階部分や南

北のドームが復原され、本来の姿を取り戻した丸の内駅舎は、首都東京に新たな魅

力的名所をもたらすこととなった。この復原事業は、国民として誇りうる優れた文

化的遺産を後世に引き継ぐという意味で極めて大きな意味をもつ。しかし、それば

かりでなく、①最新の地盤工学や構造工学の技術を駆使して実現した耐震上の画期

的改良、②現代社会にふさわしい空間と新たな機能の創造的付加、③駅舎の上空空

間の利用権を周辺地域に移転売却することによって同事業を財務的に実行可能にし

た官民関係者の都市計画制度上の柔軟な工夫力、の諸点から見ても注目に値する。

総合的に見て、まさにわが国鉄道の歴史に長く記録されるべき事業といえよう。よ

って、ここに第１１回日本鉄道賞を授与するものである。 

 

 

 【日本鉄道賞表彰選考委員会による特別表彰 「鉄人」特別賞】 

  ◎原鉄道模型博物館（神奈川県横浜市） 

   「日本の鉄道の発祥の地、横浜に世界最大級の鉄道模型博物館オープン!!」 

（選考理由） 

世界的に著名な鉄道模型製作者・収集家である原信太郎氏の約 80 年にわたる膨大

なコレクションは、国内外の鉄道の技術・文化・歴史を物語る重要な役目を果たし

ている。実際の鉄道走行機能を再現した精巧なジオラマ製作をはじめ、原氏の鉄道

にかける情熱と生き様は感動的であり、展示に工夫を凝らしてそれを具現化したこ

の博物館は まさに“鉄人”による知的創造の情報発信地と言える。 

今年７月に日本鉄道発祥の地・横浜に開館後、わずか 55 日で来場者数 10 万人を



達成した。鉄道愛好者や鉄道模型ファンの枠を超えて、一般にも鉄道の素晴らしさ

や楽しさを広く伝え、鉄道愛に共感を呼んでいる点に評価が集まり、今後の展開に

も期待が寄せられる。 

   

 

 【日本鉄道賞表彰選考委員会による特別表彰 「蘇ったレール」特別賞】 

  ◎ＮＰＯ法人 神岡・町づくりネットワーク（岐阜県飛騨市） 

   「廃線を抱えた田舎町の遊びゴコロ「自転車とレールで風になる」レールマウンテ

ンバイク・ガッタンゴー」 

（選考理由） 

レールマウンテンバイクが評価されたのはまず「独自性とユニークさ」だ。地元

の人のアイデアから生まれ、バイクは地元鉄工所・木工所の手作り。宣伝費はパン

フレット代の８万円しかかけていないが、ユニークさが受けて利用者は年々増加し

「黒字営業」を続けている。また「困難を乗り越えた」実績も大きい。鉄路を生か

し新たな観光資源つまり地域の新たな財産を創出したことで全国から見学も相次い

でいる。そして何より選考委員に共感を与えたのは「レールを残したい」という鉄

道への深い思いが原点になったという点だ。全線廃止になった鉄道に係る取り組み

が「鉄道賞」を受けるのは異例だが、これら先進性に加え、鉄道が地域の人たちに

とっていかに重い存在であるかを訴えているからだ。 

 

 


